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都市再生整備計画　事後評価シート

中央線沿線地区

平成２３年３月

東京都　小金井市



様式２－１　評価結果のまとめ

都道府県名 面積 325ha

交付期間 0.41

基幹事業

提案事業

基幹事業

提案事業

基幹事業

提案事業

当　初

変　更

公園（梶野公園）、高質空間形成施設（道路インターロッキング舗装・トイレ整備）、高次都市施設（市民交流センター購入）

交付期間の変更による事業、
指標、数値目標への影響

 １）事業の実施状況

・道路（都市計画道路3・4・3）：期間内の事業が困難なため削除。
・地域生活基盤施設（高架下自転車等駐車場整備）：JR中央本線
連続立体交差事業の工期延長のため削除。
・地域生活基盤施設（駐車場）：期間内の事業が困難なため削除。

削除/追加の理由

当初計画に
位置づけ、

実施した事業

事業名

当初計画
から

削除した
事業

・まちづくりの目標達成にプラスの影響はあるが、目標も指標も
据え置く。

・地域創造支援事業（市役所本庁舎壁面緑化事業）：ヒートアイラン
ドに対応した施設にするとともに、環境学習を行うために追加。
・地域創造支援事業（防犯対策街路灯照度アップ事業）：安全・安
心地域づくり事業の名称が変更し追加。
・事業活用調査（自転車事業調査）：駅周辺の自転車等利用者の
適正化を図り、安全・安心な歩行者空間を確保するために追加。
・事業活用調査（市道135号線インターロッキング舗装設計等）：安
全安心の道路整備のために追加
・まちづくり活動推進事業（安全・安心パトロール社会実験）：住民
によるパトロールを社会実験として行うため追加。

―
交付期間
の変更

新たに追加し
た事業

道路（市道572・643号線道路補修工事）
地域生活基盤施設（保育園等耐震補強工事）

削除/追加による目標、指標、数値目標への影響

・地域創造支援事業（保育園等耐震補強工事）：提案事業から基幹
事業へ変更。
・地域創造支援事業（市民サービスセンター整備（総合窓口））：JR
中央本線連続立体交差事業の工期延長のため削除。
・地域創造支援事業（安全・安心地域づくり事業）：・当事業で位置
付けられていた、安全・安心パトロール事業については、まちづくり
活動推進事業（安全・安心パトロール社会実験）として位置付ける
こととしたため、削除。・事業名が防犯対策街路灯照度アップ事業
へ変更。
・事業活用調査（レンタル自転車事業調査）：自転車事業調査の中
で実施するため削除。

・まちづくりの目標達成にマイナスの影響はあるが、目標も指標
も据え置く。
・安全・安心地域づくり事業については、安全・安心パトロール社
会実験と防犯対策街路灯照度アップ事業に分けて事業を実施し
たもので、事業内容に変更はない。

・まちづくりの目標達成にマイナスの影響はあるが、目標も指標
も据え置く。

・まちづくりの目標達成にプラスの影響はあるが、目標も指標も
据え置く。

・道路（市道572・643号線道路補修工事）：安全・安心の道路整備
のために追加。
・地域生活基盤施設（保育園等耐震補強工事）：提案事業から基幹
事業へ変更。

事業名

道路（都市計画道路3・4・3）
地域生活基盤施設（高架下自転車等駐車場整備、駐車場）

地域創造支援事業（保育園等耐震補強工事、市民サービスセンター整備（総合窓
口）、安全・安心地域づくり事業）
事業活用調査（レンタル自転車事業調査）

国費率

平成18年度～平成22年度

―

交付対象事業費

地域創造支援事業（中間処理場の「環境ワールド」整備事業、路上禁煙・自転車放置禁止区域ＰＲ事業、安全・安心交差点等整備事業、市民起業サポートセンター開設事業、図書館学習室等整備事業）、事業活用調
査（梶野公園活用計画作成、コミュニティバス（ＣｏＣｏバス）調査）、まちづくり活動推進事業（市民交流センター交流活用事業、市民交流センターワークショップ・プレイベント、梶野公園オープニングイベント）

地域創造支援事業（市役所本庁舎壁面緑化事業、防犯対策街路灯照度アップ事
業）
事業活用調査（自転車事業調査、市道135号線インターロッキング舗装設計等）
まちづくり活動推進事業（安全・安心パトロール社会実験）

平成18年度～平成22年度 平成２２年度事後評価実施時期 5134(百万円)

東京都 市町村名 小金井市 地区名 中央線沿線地区



単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値

あり ●

なし

あり

なし

避難所（乳幼児）
750

避難所（乳幼児）
120

避難所（乳幼児）
120

あり

一時避難場所200
一時避避難場所

150
一時避避難場所

150
なし

単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値

 ４）定性的な効果
　　発現状況

 ５）実施過程の評価

●

●

都市再生整備計画に記載し、実施できた
都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

 ６）実施過程の評価

持続的なまちづくり
体制の構築

市民交流センター交流活用事業
都市再生整備計画に記載し、実施できた

モニタリング なし
都市再生整備計画に記載し、実施できた

今後とも市民が運営主体となって実施していく。都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した
都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

住民参加
プロセス

梶野公園活用計画作成
安全・安心パトロール社会実験

地域住民の意見を活かした整備等が必要性であり、今後も市民参加を
図っていく。

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した
都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

数　　値

102

H22

 ２）都市再生整備計画
　　に記載した目標を
　　定量化する指標
　　の達成状況

従前値 目標値

来街者数 万人/年 6,180 H14
H21
(H22)

6,400

目標
達成度

△

○ －

H17 440 H22

H17

台/時

1年以内の
達成見込み

6,260

○

H24年6月

効果発現要因
（総合所見）

フォローアップ
予定時期

指標２

避難所及び一時避難場所
への避難距離

指標３ m

放置自転車台数 678

●　市民参加による事業の中で次のような意見をいただいた。
・普段お会いしない方々の意見を聞く機会が持てた。 ・地域住民の視点で効率的に結果を出す良い手段だと思う。
・市民の税金を市民が参加して必要と思われることに使用する良い機会だった。・普段交流のない方とお会いしたことがよかった。
・小金井市にいながら知らないことが多く、多くの方と知り合えたことは貴重な経験になった。

 ３）その他の数値指標
　　（当初設定した数値
　　目標以外の指標）に
　　よる効果発現状況

指　標
従前値 目標値

・JR中央本線沿線による各種まちづくりの
推進により、ＪＲ中央本線南市域の２路線
（貫井前原循環、中町循環）の駅前乗り入
れが可能となり、利用者数が増加した。

実施内容

338

CoCoバス利用者数
ＪＲ中央本線南市域の２路
線（貫井前原循環、中町循
環）

その他の
数値指標1

千人/年 188 Ｈ17

指標1

指　標

今後の対応方針等

Ｈ24年6月

効果発現要因
（総合所見）

目標
達成度※１

1年以内の
達成見込み

フォローアップ
予定時期

実施状況

・武蔵小金井駅周辺のまちづくりの推進に
よって、住宅・商業・業務施設の整備に加
え、交通結節点となる駅前広場が整備さ
れ、公共交通機関への乗り換え等が改善
され来街者数の増加につながった。また、
梶野公園や市民交流センター等の公共施
設整備とともに関連した活用事業(まちづく
り活動推進事業)やイベント事業が実施さ
れることで、さらなる相乗効果が見込める。

・自転車事業調査によって自転車利用の実
態調査や分析がされ、対策としての1つとし
て路上禁煙・自転車放置禁止区域PR事業
による意識啓発が図られたことや武蔵小金
井駅周辺のまちづくりの推進により安定的
な駐輪場が整備されたことが放置自転車
の減少につながった。

・梶野公園と保育園等耐震補強工事により
避難所及び一時避難場所が増えたことに
よって、目標の達成につながった。

H24年6月

数　　値



様式２－２　地区の概要

単位：万人/年 6,180 H14 6,400 H21（Ｈ22） 6,260 H22

単位：台/時 678 H17 440 H22 102 H22

単位：m 避難所（乳幼児）750 避難所（乳幼児）120 120 H22

単位：m 一時避難場所200 一時避避難場所150 150 H22

単位：千人/年 188 H17 ― ― 338 Ｈ21

来街者数

COCOバス利用者数

今後のまちづくり
の方策

（改善策を含む）

■市民からの要望が多い危険な道路について、さらなる安全・安心な道路環境の確保を推進する。
■魅力的な駅前空間を形成するため、道路環境整備による駅周辺の利便性やアクセス性の向上、駅周辺部におけるまちづくりを推進する。
■放置自転車禁止を周知する仕組みづくりを行っていくとともに、駅周辺の安定的な駐輪場の整備を推進する。
■今後さらに環境学習活動やまちづくり活動等の魅力があり、にぎわいを生み出すソフト事業を実施していく。

まちの課題の変化
・駅周辺部の道路整備や人々が集う拠点施設の整備など、様々な事業の推進によって、武蔵小金井駅南口周辺へのアクセス性及び魅力が向上し、利用者が増加した。
・今後は、東小金井駅周辺および武蔵小金井駅北口等の市街地への回遊性の向上が課題である。

大目標：誰もが安全で安心して集えるまち空間をつくる
第1小目標：JR中央本線連続立体交差化を契機とした駅周辺地区の都市再生
第2小目標：市民交流拠点の形成による、うるおいと文化のあふれるまちづくり
第3小目標：誰もが活動しやすい安全・安心なまちづくり

放置自転車台数

H17 H22

中央線沿線地区（東京都小金井市）　都市再生整備計画事業の成果概要

従前値

避難所及び一時避難場所への避難距
離

目標値 評価値まちづくりの目標 目標を定量化する指標

凡  例 

都市再生整備計画の区域 

基幹事業 

道路 

公園 

地域生活基盤施設 

高質空間形成施設 

高次都市施設 

関連事業 

東小金井駅北口地区土地区画整理事業 

ＪＲ中央本線連続立体交差事業 

武蔵小金井駅南口駅前空間高質化調査 

（武蔵小金井駅南口第1地区） 

（武蔵小金井駅南口第２地区） 

ＪＲ中央本線側道・横断道整備事業 

市街地再開発事業 

100 200 300 400 500m 

□提案事業：事業活用調査 
自転車事業調査 
コミュニティバス（CoCoバス）調査 

○関連事業 
保育園改修工事 
（小金井保育園） 

○関連事業 
武蔵小金井駅南口 
駅前空間高質化調査 

□提案事業：地域創造支援事
市役所本庁舎壁面緑化事業 

武蔵小金井駅 

 

□提案事業：地域創造支援事業 
市民起業サポートセンター開設事業 

□提案事業：地域創造支援事業 
路上禁煙区域PR事業 

□提案事業：地域創造支援事業 
自転車放置禁止区域PR事業 

■基幹事業：地域生活基盤施設 

保育園等耐震補強工事 
（さくら保育園） 

□提案事業：地域創造支援事業 

中間処理場の「環境ワールド」整備事業 

■基幹事業：地域生活基盤施設 
保育園等耐震補強工事 
（貫井南センター） 

■基幹事業：地域生活基盤施設 
保育園等耐震補強工事 
（わかたけ保育園） 

○関連事業 
武蔵小金井駅南口地区 
市街地再開発事業 

  ■基幹事業：高質空間形成施

設 
市道第１３５号線（設計） 

■基幹事業：高質空間形成施設 
市道第７０号線 

○関連事業：道路事業 
（市道第５９０号線） 

○関連事業：道路事業 
（市道第６２６号線） 

○関連事業：道路事業 
（市道第３３号線） 

□提案事業：地域創造支援事業 
図書館学習室等整備事業 

○関連事業：道路事業 
（小鉄中付３号線） 

○関連事業：道路事業 
（市道第３２号線） 

□提案事業：地域創造支援事業 

安全・安心交差点等整備事業 

□提案事業：まちづくり活動推進事業 
安全・安心パトロール社会実験 

防犯対策街路灯照度アップ事業 

■基幹事業 道路事業 
市道572・643号線道路補修 ■基幹事業：高質空間形成施設 

誰でもトイレ 

○関連事業 

ＪＲ中央本線連続立体交差事業 

○関連事業：道路事

（市道第１９号線） 

○関連事業：道路事業 
（市道第７９号線） 

□提案事業：地域創造支援事業 
路上禁煙区域PR事業 

□提案事業：地域創造支援事業 
自転車放置禁止区域PR事業 

■基幹事業：地域生活基盤施設 
保育園等耐震補強工事 
（くりのみ保育園） 

■基幹事業：地域生活基盤施設 

地下自転車駐車場 

□提案事業：まちづくり活動推進事業 

市民交流センター交流活用事業 

■基幹事業：高次都市施設 
市民交流センター 

□提案事業：まちづくり活動推進事業 
市民交流センターワークショップ・ 
プレイベント ■基幹事業：公園事業 

梶野公園 
□提案事業：まちづくり活動推進事業 

梶野公園オープニングイベント 

□提案事業：事業活用調査 
梶野公園活用計画作成 

○関連事業：道路事業 
（小鉄中付１号線） 

東小金井駅 

 

新小金井駅 

 


